助動詞
【一】次の各文の　　　　線の語が表している意味を、それぞ
　　　れあとから選びなさい。
　　①彼は皆の期待にこたえられるだろう。(　　　　)

　　②みんなに見つめられる。　　　　　　(　　　　)

　　③父の上司が家に見えられる。　　　　(　　　　)

　　④父の身が案じられる。　　　　　　　(　　　　)

　　ア受け身　　イ可能　　ウ自発　　エ尊敬
【二】次の各文の　　　線の語の中から、他の三つとは意味・
　　　用法が異なるものを選びなさい。
　　ア　彼も彼なりに考えていよう。
　　イ　思い切って先生に相談しよう
　　ウ　彼はきっと先生にほめられよう。
　　エ　このぶんなら明日はきっと晴れよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　　　　)

　　　　
【三】次の文の　　　線の語と意味・用法が同じものを、あと
　　　から選びなさい。
　　みごとに紅葉した山々が見える。
　　①おととい見た映画はおもしろかった。
　　②父はたった今帰宅した。
　　③先のとがった塔を仰ぎ見る。
　　④私は四国のある村で生まれた。　　　　　　(　　　　)

【四】次の文の　　　線の語と意味・用法が同じものを、あと
　　　から選びなさい。
　①花びらがひらひらと舞い、雪が降っているようだ。(　　　)

　　ア　勝負がはっきりついたようだ。
　　イ　このところの寒さは北海道の真冬のようだ。
　　ウ　彼の隣にいるのは、彼の兄さんのようだ。
　　エ　この程度の量では満腹にならないようだ。
　②アジアの人口は急増しているそうだ。　　　　　(　　　)

　　ア　今にも彼が現れそうだ。
　　イ　この本はおもしろそうだ。
　　ウ　この木はよく燃えるそうだ。
　　エ　汗をかいたので風邪をひきそうだ。
【五】次の各組の　　　線の中から、他の三つとは意味・用法
　　　が異なるものを、それぞれ選びなさい。
　　①ア　私の田舎は北海道です。
　　　イ　これはたいへん高価な品物です。
　　　ウ　診療時間は五時までで終了です。
　　　エ　受け入れ態勢は万全です。　　　　　　(　　　　)

　　②ア　踊るような手足の動きが彼の泳ぎの特徴だ。
　　　イ　彼のような学者は二度と表れまい。
　　　ウ　自分が世界で一番偉いような口をきく。
　　　エ　ソフトクリームのような雲が浮かぶ。　(　　　　)

　　
　　③ア　作品がようやく完成した。
　　　イ　雨があがったから、試合を再開する。
　　　ウ　たった今試合が終わった。
　　　エ　私は五才のとき病気で入院した。　　　(　　　　)　
　　④ア　逆転するのは容易ではあるまい。
　　　イ　もう二度と彼の家には行くまい。
　　　ウ　この雨では試合は行われまい。
　　　エ　被害者の数は、これ以上増えまい。　　(　　　　)

【六】次の各文の　　　線の中から、他の三つとは品詞が異な
　　　るものを選びなさい。
　　ア　あのおいしいお菓子がない。
　　イ　議長がこないと始まらない。
　　ウ　彼女はどうも素直さがない。
　　エ　無駄な経験などない。　　　　　　　(　　　　)

【七】次の各文の　　　線の語と文法上の性質が同じものを、
　　　それぞれあとから選びなさい。　　　　
　　ア　この山を越えたところが僕の故郷だ。(　　　　)　
　　イ　作家というものは孤独だ。　　　　　(　　　　)

　　ウ　手分けして部屋の荷物を運んだ。　　(　　　　)

　　
　　　①工事は予想外の早さで進んだ。
　　　②芝居が失敗したのは君の責任だ。
　　　③この包帯は消毒済みで清潔だ。
【一】
①イ　
②ア
③エ
④ウ
【二】
イ
※イは意志で他は推量
【三】　
③
※③は存続（＝～している＋名詞）
【四】
①イ
※イは上に「まるで」を入れられる


②ウ
※ウは伝聞で他は推定

【五】
①エ
※エは形容動詞の一部

②イ
※イは例示（上に「たとえば」が入る）

③エ
※エは過去で他は完了

④イ
※イは打消しの意志（～しないつもり）
【六】
イ
※イは助動詞（上に「が」をつけられない）
【七】
ア②
※断定の意味の助動詞

イ③
※形容動詞の活用語尾


ウ①
※過去の意味の助動詞「た」の濁音
